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令和６年度第１回健康づくり審議会議事録 

 

１ 開催日時 令和６年８月６日（火）午後１時３０分から午後２時３０分まで 

２ 開催場所 豊山町保健センター２階研修室 

３ 出席者 

（１）委員７名 

会長 井上 愛子、杉山 敬、森 清人、有川 かがり、秋田 尚巳、伊関 亜希、新美 克己 

※欠席者１名 太田 真理子 

（２）事務局６名 

生活福祉部長 井上武、保健センター所長 牧聡子 保健予防グループ長 太田あゆみ、 

保健予防グループ保健師主任 加藤友香理、地域問題研究所 河北裕喜、安間奈巳 

（３）傍聴者なし 

４ 議題 

（１）令和５年度保健事業実績について 

（２）とよやま健康づくり２１計画について 

（３）その他 

５ 議事内容 

発言者 発言内容 

事務局 ただ今より、令和６年度第１回健康づくり審議会を開会いたします。私は、事務

局を担当しております保健センター所長の牧です。本日、この健康づくり審議会の

会長が決まるまでの間、司会進行を務めさせていただきますのでよろしくお願いい

たします。 

事務局 はじめに、委嘱状の交付につきましては、時間の都合上、あらかじめ各席に配布

させて頂きました。ご確認していただくことで、交付にかえさせていただきますの

で、よろしくお願いいたします。 

お手元の豊山町健康づくり審議会条例をご覧ください。 

健康づくり審議会は乳児から高齢者における保健事業に関する審議をするため

に設置されています。委員については、町長が任命した委員で組織されています。

委員の任期は２年となっておりますので、よろしくお願いいたします。 

事務局 では、次第２、町長挨拶に移ります。 

鈴木町長よりご挨拶を申し上げます。 

町長 ―挨拶― 

事務局 ―委員・事務局の紹介― 

事務局 次に、本日の審議会の配布資料の確認をさせていただきます。 

 事前にお配りしました資料として、「資料１ 令和５年度保健事業実績」「資料２ 

第２次とよやま健康づくり２１計画の指標達成状況」「資料３ ヒアリング調査結

果」「資料４ 第３次とよやま健康づくり２１計画の策定について」です。  

本日配布した資料は「令和６年度 第１回豊山町健康づくり審議会次第」１枚、

「豊山町健康づくり審議会委員名簿」１枚、「豊山町健康づくり審議会条例」１枚
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です。不足がありましたら、お申し出ください。 

事務局 続いて、審議会等の議事録についてお話をさせていただきます。 

町では、情報公開の一環として、町民の皆様に委員として参加していただく審議会

や委員会等の議事録を町のホームページに掲載することになっております。本会も

その対象になり、どのような論議がされたか要旨を抜粋して、議事録をホームペー

ジに掲載させていただきますので、ご了承いただきたいと思います。また、議事録

の内容につきましては、委員の確認が必要となります。後ほど、会長から議事録署

名委員が指名されますので、指名されました委員２名の方と会長の合わせて３名の

方でご確認していただきたいと思いますので、よろしくお願いします。 

事務局 それでは、次第に沿いまして、３、会長の選出に入ります。 

 健康づくり審議会条例第５条第１項で会長は、委員の互選で決めることになって

います。ご意見はありますでしょうか。 

委員 学識経験豊富な 井上 委員さんを会長として推薦したいと思います。 

事務局 ただ今、 秋田 委員から 井上 委員に会長就任の推薦がありましたが、ご異議あ

りませんでしょうか。 

委員 異議なし 

事務局 異議なしの声をいただきましたが、今一度、皆様の拍手で井上愛子委員を会長と

してご承認いただけますでしょうか。それではここで、井上会長よりご挨拶いただ

きたいと思います。会長よろしくお願いいたします。 

会長  今回、会長を務めさせていただきます、名古屋大学の井上でございます。どうぞ

よろしくお願いいたします。 

 昨年度、生活習慣実態調査が実施され、今年は、実態調査の結果等も踏まえて、

新たな計画を策定する年になるかと思います。この審議会の中で、皆様から活発な

ご意見をいただき、これからの豊山町の健康づくりに反映して頂ければと思いま

す。よろしくお願いします。 

事務局 ここで、町長から会長へ諮問書をお渡しします。 

（諮問） 

ありがとうございました。町長は他に公務がございますので、これにて退席させ

ていただきます。 

 次に、次第４、会長代理の指名について、審議会条例第５条第３項により、会

長の指名により選出することになっていますので、会長よりご指名をお願いしま

す。 

会長  誠に僭越ではありますが、歯科医師会代表の森先生にお願いしたいと思います。 

事務局  ただ今、井上会長から会長代理として、森委員のご指名がありました。森委員、

ご承認いただけますでしょうか。 

 ありがとうございます。 

それでは、これからの審議会の進行については、井上会長にお願いします。 



3 

会長 それでは、ただ今から議事の進行をさせていただきます。はじめに先程説明のあ

った会議録署名委員の指名ですが、秋田委員と伊関委員を指名いたします。後日、

事務局が本日の議事録に署名のお願いに伺いますので、よろしくお願いします。 

会長  それでは、お手元に配布されています次第に沿いまして進行させていただきま

す。議題（１）の令和５年度保健事業実績について説明をお願いします。 

事務局 説明 

会長  説明が終わりました。 

 ご意見・ご質問がございましたら、賜りたいと思います。 

委員 予防接種事業について、対象者よりも接種者数が上回り、接種率が 100％を超え 

ているのはなぜですか。 

事務局: 予防接種の対象者の区切りが難しい状況があります。例えば１歳までに接種する 

ワクチンの場合、何年何月から何月生まれまでを対象として区切りますが、体調不

良やワクチンの供給の関係などで接種時期がずれることがあり、対象者が翌年に接

種することがあります。そのため、対象者ではあるものの、今年度の対象者ではな

い人も接種することがあるため 100％を超えることになります。 

委員 子宮頸がん予防の接種率が低いのはなぜですか。 

事務局 子宮頸がんの予防接種は、副反応の事例が多く発生した状況があり、一時接種の 

中断及び積極的な接種勧奨をしない時期がありました。現在は、積極的に勧奨する

ようになりましたが、接種について慎重になっている方も多いためと考えていま

す。また、中断した時期に該当した人も接種できるように、キャッチアップ接種の

対象も含めると、１５～２７歳ぐらいまでの幅広い年齢が対象となっています。対

象者には保健センターから個別に接種勧奨のはがきを送っています。 

また、２０歳以上であれば子宮頸がんの予防接種とともに、子宮がん検診の対象

にもなり、そちらを受ける人もいます。 

委員 若年がんターミナルケア支援事業について教えてください。 

事務局 ４０歳未満の若年者のターミナル期のがん患者の方が住み慣れた生活の場で安 

心して自分らしく過ごせるよう、在宅サービス利用料を支援する事業です。令和５

年から始まっています。 

４０歳以上のターミナル期のがん患者であれば介護保険サービスの利用ができ

ますが、４０歳未満のターミナル期の方は、療養にかかる費用についてどこからも

補助がありませんでした。愛知県の補助を受けている事業ですが、県内でも実施し

ている市町村は少ない状況です。 

会長  それでは、議題（２）のとよやま健康づくり 21 計画について説明をお願いしま

す。 

事務局 説明 

会長 説明が終わりました。 

 ご意見・ご質問がございましたら、賜りたいと思います。 
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委員 資料２指標の達成状況をみると、がん、飲酒、栄養・食生活が悪化しています。 

特に栄養・食生活については全項目が悪化していますが、その要因は何だと分析し

ていますか。わかれば教えてください 

事務局 若い世代や子どもについては、生活リズムの乱れが食生活に影響していると考え 

ています。また、親世代で朝食を食べない方もおり、そのことが子どもの朝食に影

響していると感じています。 

女性は運動習慣も悪化しています。コロナ禍で教室などが集まってできなくなっ

たことが肥満の増加等にも影響しているのではないかと感じています。 

委員 資料４の３ページ「自然に健康になれる環境づくり」とあります。これができる 

と素晴らしいことだが、病気ではない人は健康だと思うし、病気の人が自然に「健

康」になれるとは、言葉がきれいではあるがどういうことか。 

事務局 「自然に健康になれる環境づくり」とは、例えば、歩きたくなる道が整備されて 

いることで、健康を意識しなくても歩数が増える、運動習慣につながるようなこと

と言われています。国も推進する方向を示しています。しかし、保健センターだけ

でできるものではありません。健康に関心が薄い人に、どのように興味持ってもら

えるかが課題だと考えています。また、みなさんのご意見も伺えればと考えていま

す。 

委員 先ほどの事務局の回答に追加をさせてください。ナッジ理論と言って、例えば社員

食堂でカロリーを表示するようにして低カロリーの物を選ぶようにする、目につき

やすいところに健康的な食品を置く、階段を歩くと何 Kcal 消費すると表示がされ

るなどの取り組みが国の方針でも勧められています。 

委員 健康の方と病気の方を分けて、具体的な対策と、健康な人が５年１０年健康を維

持する具体策を示すべきと思います。すでに個々の特性に応じた、健康づくりの提

案等をきめ細かく推進してもらっています。さらに進めた形で進められるとよいと

思います。 

より具体的な施策を出していけるかが大事だと思います。計画で出てくると期待

しています。 

事務局 ご意見をありがとうございます。 

委員 計画期間が２月までになっています。それまでに具体的な提案が出てくるのです 

か。 

事務局 １１月の第２回審議会に具体的な案を提示して意見をいただきたいと考えてい 

ます。 

委員 第２次計画では１２分野がありますが、次期計画も同様に考えているのですか。 

事務局 資料４の５ページのように１３項目（「１生活機能の維持・向上」が５項 

目、「２生活習慣の改善」が６項目、「基本方針Ⅱ社会で支える健康づくり」が２項

目）を想定しています。 
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有川委員 高齢者も増えているということで、「ロコモティブ・シンドローム」「骨粗 

しょう症」といった新しい項目があるのですか。 

事務局 そうです。 

会長 それでは、次に議題（３）その他について事務局からお願いします。 

事務局 今年度の審議会は、３回を予定しています。次回の審議会については令和６年１

１月頃の開催を予定しています。開催日等については、改めて文書にてご案内させ

ていただきます。 

会長 

 

委員の皆さんからは何かございますか。 

なければ、これをもちまして、令和６年度第１回健康づくり審議会を終了します。

ご協力ありがとうございました。 

事務局  井上会長ありがとうございました。 

 委員の皆様におかれましては、長時間の審議をありがとうございました。 

 それでは、これで本日の審議会を終了します。 

 本日は、お疲れ様でした。 

 

６ その他 

上記のとおり、令和６年度第１回豊山町健康づくり審議会の議事の経過及びその結果を明確にす

るためにこの議事録を作成し、会長及び出席者２人が署名する。 

 

令和６年 ８月 １６日 

 

会 長 井上 愛子 

 

署名人 秋田 尚巳 

 

署名人 伊関  亜希 


